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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第38期

第１四半期連結
累計期間

第39期
第１四半期連結
累計期間

第38期

会計期間
自平成24年４月１日
至平成24年６月30日

自平成25年４月１日
至平成25年６月30日

自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

売上高（百万円） 31,156 32,400 128,901

経常利益（百万円） 4,979 5,782 22,280

四半期（当期）純利益（百万円） 2,980 3,277 12,819

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
3,047 2,960 15,839

純資産額（百万円） 94,007 101,182 100,315

総資産額（百万円） 140,727 157,893 159,479

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
47.54 54.88 209.06

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 66.1 63.4 62.2

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　　

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日～平成25年６月30日、以下「当第１四半期」という）における

わが国経済は、新政権の経済政策への期待感が続くなか、日本銀行の量的金融緩和施策を受け、円安・株高が一段

と進行いたしました。これに伴い、輸出関連企業を中心に景況感が上向き設備投資意欲の高まる兆しがみられま

した。

　この様ななか、業務用カラオケ事業においては、商品ラインアップを整え、全市場に向けたＤＡＭ拡販に注力い

たしました。カラオケ・飲食店舗事業では、既存店舗の集客や顧客満足度向上に取り組むとともに、収益基盤の多

様化と拡大に注力いたしました。音楽ソフト事業におきましては、若手アーティストの育成に注力いたしました。

　

　以上の結果、音楽ソフト事業とその他の事業が減収となったものの、業務用カラオケ事業とカラオケ・飲食店舗

事業が増収となり、当第１四半期の売上高は32,400百万円（前年同期比4.0％増）となりました。利益面におきま

しては、業務用カラオケ事業とその他の事業が増益となり、カラオケ・飲食店舗事業が前期並みを確保、音楽ソフ

ト事業が減益となり、営業利益は5,404百万円（同15.9％増）、経常利益は5,782百万円（同16.1％増）、四半期純

利益は3,277百万円（同10.0％増）となりました。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（百万円）

　 前第１四半期 当第１四半期 対前期増減 増減率

売　　上　　高 31,156 32,400 1,244 4.0％

営　業　利　益 4,661 5,404 742 15.9％

経　常　利　益 4,979 5,782 802 16.1％

四半期純利益 2,980 3,277 297 10.0％

　　　

　

セグメントの業績は、次のとおりであります。　　
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（業務用カラオケ）

当事業におきましては、ホテル・旅館市場向け新商品「Ｐａｒｔｙ ＤＡＭ ＨＤ」を加えた全市場（ナイト、カ

ラオケルーム、エルダー、ホテル・旅館）向け商品ラインアップの整備とコンテンツの強化、プロモーション効果に

より、機器の出荷が好調に推移しました。加えて、成長市場であるエルダー市場の深耕や重点戦略地域への営業強化

もあり、ＤＡＭ稼働台数及び機器賃貸契約件数は、順調に増加いたしました。　

（百万円）

　 前第１四半期 当第１四半期 対前期増減 増減率

売　　上　　高 15,907 17,130　 1,222 7.7％

営　業　利　益 3,338  4,108 770 23.1％

　

　

（カラオケ・飲食店舗）

　当事業におきましては、カラオケルーム「ビッグエコー」のマルチブランド展開やコンセプトルーム設置、コラボ

ルーム企画などを実施いたしました。また、飲食店舗におきましては、ダイニングバーに加えて居酒屋やバルなど地

域性や客層に合わせた新業態を展開いたしました。さらに、「ビッグエコー」と飲食店舗のシナジーを活かした複

合出店戦略の推進に努めました。　

（百万円）

　 前第１四半期 当第１四半期 対前期増減 増減率

売　　上　　高 10,973 11,284 310 2.8％

営　業　利　益 1,643 1,647 4 0.3％

　　

（音楽ソフト）

　当事業におきましては、「北島三郎」や「水森かおり」など安定した演歌作品に加えて、「ソナーポケット」や

「ＭＡＮ ＷＩＴＨ Ａ ＭＩＳＳＩＯＮ」、「河西智美」などの若手作品が収益に貢献いたしました。

（百万円）

　 前第１四半期 当第１四半期 対前期増減 増減率

売　　上　　高 2,319 2,168 △151 △6.5％

営　業　利　益 205 110 △95 △46.5％

　

　

（その他）

　当事業におきましては、ＢＧＭ放送事業部（衛星放送事業部を改称）を設置し、７月より開始の光回線を活用した

ＢＧＭ放送サービス「スターデジオ光」の準備を行いました。携帯電話向けコンテンツサービスにおいては、コス

トの低減に努めました。

（百万円）

　 前第１四半期 当第１四半期 対前期増減 増減率

売　　上　　高 1,955 1,816 △138 △7.1％

営　業　利　益 313 337 23 7.4％
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（２）財政状態の分析

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ1,585百万円減少し、157,893百万円とな

りました。

　増減の主なものとしては、流動資産では、その他に含まれる前払費用が1,661百万円増加し、現金及び預金が2,676

百万円及び受取手形及び売掛金が1,576百万円それぞれ減少しております。

　固定資産では、カラオケ賃貸機器が732百万円増加し、無形固定資産のその他に含まれるソフトウェアが105百万円

減少しております。

　負債の部につきましては、前連結会計年度末に比べ2,453百万円減少し、56,710百万円となりました。

　増減の主なものとしては、流動負債では、支払手形及び買掛金が539百万円増加し、その他に含まれる未払金が

2,256百万円及び未払法人税等が1,874百万円それぞれ減少しております。

　固定負債では、長期借入金が558百万円減少しております。

　純資産の部につきましては、前連結会計年度末に比べ867百万円増加し、101,182百万円となりました。

　これは主に、四半期純利益による利益剰余金の増加3,277百万円、剰余金の配当による利益剰余金の減少2,090百万

円によるものであります。

　

　　

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。　

　

（４）研究開発活動

当社グループは、カラオケに対するユーザーニーズを正確に把握することを原点とし、それを分析し、映像・音響

の基礎・応用技術などカラオケシステムの開発及び改良を行っており、これらの活動は当社の商品開発部及びコン

テンツ企画部の一部が担当しております。

なお、上記は、「研究開発費等に係る会計基準」（企業会計審議会　平成10年3月13日）の「研究及び開発」に該

当する活動ではありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
(平成25年６月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成25年８月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 59,725,000 59,725,000
東京証券取引所　　　　　　　　　
　　　　　　ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）　

単元株式数

100株　

計 59,725,000 59,725,000 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高
（百万円）

平成25年４月１日～

平成25年６月30日
－ 59,725,000－ 12,350 － 4,002

　　

　

　　　 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

 平成25年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  　 　2,700  　　　 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  59,716,100 597,161 －

単元未満株式 普通株式       6,200 － －

発行済株式総数 59,725,000 － －

総株主の議決権 － 597,161 －

（注）「完全議決権株式 (その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が11,900株（議決権の数119個）含まれて

おります。

②【自己株式等】

 平成25年３月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈱第一興商
東京都品川区北品

川５丁目５番26号
2,700 － 2,700 0.00

計 － 2,700 － 2,700 0.00

（注）１．上記のほか、株主名簿上は当社名義となっておりますが実質的に所有していない株式が1,300株（議決権の

数13個）あります。なお、当該株式は、上記「発行済株式」の「完全議決権株式 (その他)」の欄の普通株式

に含めております。

２．当第１四半期会計期間末の自己株式数は2,714株であります。

　

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成

25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

EDINET提出書類

株式会社第一興商(E02824)

四半期報告書

 8/17



１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 41,248 38,572

受取手形及び売掛金 8,337 6,760

たな卸資産 6,178 6,354

その他 6,735 8,428

貸倒引当金 △134 △123

流動資産合計 62,365 59,993

固定資産

有形固定資産

カラオケ賃貸機器（純額） 7,598 8,331

カラオケルーム及び飲食店舗設備（純
額）

15,251 15,369

土地 24,497 24,498

その他（純額） 7,135 7,120

有形固定資産合計 54,484 55,320

無形固定資産

のれん 405 366

その他 5,956 5,847

無形固定資産合計 6,361 6,214

投資その他の資産

投資有価証券 18,998 18,380

敷金及び保証金 13,060 13,279

その他 4,355 4,851

貸倒引当金 △146 △146

投資その他の資産合計 36,268 36,365

固定資産合計 97,113 97,900

資産合計 159,479 157,893
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,540 5,079

短期借入金 4,836 5,264

未払法人税等 4,524 2,649

賞与引当金 1,063 519

その他 12,419 11,877

流動負債合計 27,384 25,389

固定負債

社債 10,000 10,000

長期借入金 14,151 13,592

退職給付引当金 3,683 3,772

役員退職慰労引当金 2,088 2,060

その他 1,856 1,895

固定負債合計 31,780 31,320

負債合計 59,164 56,710

純資産の部

株主資本

資本金 12,350 12,350

資本剰余金 6,026 6,026

利益剰余金 78,119 79,306

自己株式 △5 △5

株主資本合計 96,490 97,677

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,646 3,262

土地再評価差額金 △777 △777

為替換算調整勘定 △100 △56

その他の包括利益累計額合計 2,768 2,428

少数株主持分 1,056 1,077

純資産合計 100,315 101,182

負債純資産合計 159,479 157,893
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

売上高 31,156 32,400

売上原価 18,077 18,416

売上総利益 13,078 13,984

販売費及び一般管理費 8,417 8,580

営業利益 4,661 5,404

営業外収益

受取利息 157 196

受取補償金 － 133

その他 302 314

営業外収益合計 459 645

営業外費用

支払利息 65 73

為替差損 38 140

その他 36 52

営業外費用合計 140 267

経常利益 4,979 5,782

特別利益

固定資産売却益 0 3

特別利益合計 0 3

特別損失

固定資産処分損 19 96

その他 57 3

特別損失合計 77 100

税金等調整前四半期純利益 4,901 5,685

法人税、住民税及び事業税 2,238 2,752

法人税等調整額 △332 △368

法人税等合計 1,906 2,384

少数株主損益調整前四半期純利益 2,995 3,301

少数株主利益 15 23

四半期純利益 2,980 3,277
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 2,995 3,301

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 61 △383

為替換算調整勘定 △9 43

その他の包括利益合計 51 △340

四半期包括利益 3,047 2,960

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,031 2,937

少数株主に係る四半期包括利益 15 23
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（１）連結の範囲の重要な変更

　　該当事項はありません。　　

（２）持分法適用の範囲の重要な変更　

　　該当事項はありません。　

　

　　

（会計方針の変更等）

　　　　該当事項はありません。　

　

　

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　　　　該当事項はありません。

　

　

（四半期連結貸借対照表関係）

　保証債務の内容は、次のとおりであります。

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）　
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）　

販売特約店の借入債務の保証 60百万円 47百万円

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額並びに負

ののれんの償却額は、次のとおりであります。　

 
前第１四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日）

減価償却費 3,132百万円 2,772百万円

のれんの償却額 36 38

負ののれんの償却額 10 8
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

（１）配当金支払額 　

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

1株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月22日

定時株主総会 
普通株式 1,884 30.00平成24年３月31日平成24年６月25日利益剰余金

 

（２）基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間

の末日後となるもの 

　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

（１）配当金支払額 　

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

1株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月21日

定時株主総会 
普通株式 2,090 35.00平成25年３月31日平成25年６月24日利益剰余金

 

（２）基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間

の末日後となるもの 

　該当事項はありません。

　

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　前第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年６月30日）

　 （単位：百万円）

　 報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額
　

業務用

カラオケ

カラオケ・

飲食店舗
音楽ソフト 計

売上高 15,90710,9732,31929,2011,95531,156 － 31,156

セグメント利益

（営業利益）　
3,338 1,643 205 5,187 313 5,501△840 4,661

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、衛星放送事業、Ｗｅｂ事業及

び不動産賃貸事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△840百万円は、主に報告セグメントに帰属しない本社の管理部門における一般

管理費であります。

　

　当第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年６月30日）

　 （単位：百万円）

　 報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額
　

業務用

カラオケ

カラオケ・

飲食店舗
音楽ソフト 計

売上高 17,13011,2842,16830,5831,81632,400 － 32,400

セグメント利益

（営業利益）　
4,108 1,647 110 5,866 337 6,203△799 5,404

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ＢＧＭ放送事業（衛星放送事

業を改称）、Ｗｅｂ事業及び不動産賃貸事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△799百万円は、主に報告セグメントに帰属しない本社の管理部門における一般

管理費であります。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　重要性が乏しいため、記載を省略しております。　　　

　

　

（１株当たり情報）
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　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 47円54銭 54円88銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 2,980 3,277

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 2,980 3,277

普通株式の期中平均株式数（千株） 62,686 59,722

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。　

　

　

２【その他】

該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年８月14日

株式会社第一興商

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

　 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小野　隆良　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松浦　康雄　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士  林 　美岐　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社第一興

商の平成２５年４月１日から平成２６年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成２５年４月１

日から平成２５年６月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成２５年４月１日から平成２５年６月３０日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及

び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任　

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。　

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社第一興商及び連結子会社の平成２５年６月３０日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

　

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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